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内容の要旨および審査の結果の要旨
脂肪乳剤の使用が一般化してきたが、重症感染症時の脂肪投与に関しては、脂質代謝低下の報告もあ
り、十分に解明されていない。そこでラットを用い、実験的腹膜炎による敗血症モデルを作製し、Ｉ群
(ブドウ糖、アミノ酸）、Ⅱ群（プトウ糖、アミノ酸、脂肪）、Ⅲ群（ブドウ糖、アミノ酸、脂肪、L-
carnitine）の３種、且つカロリーを同一とした輸液を行い、敗血症時における外因性脂質の生体に及ぼ
す影響と、L-carnitine（以下carnitineとする）投与の効果について、脂質代謝と肝エネルギー代謝を
中心に検討し、以下の結果を得た。
１）２４時間後の生存率はＩ群93.3％、Ⅱ群73.5％、Ⅲ群97.2％であった。
２）中性脂肪は、Ｉ群35.8±7.5噸／皿、Ⅱ群51.7±18.3、Ⅲ群38.3±9.4であり、その他の血清脂
質も同様でＩ群、Ⅲ群にくらべてⅡ群で高値を示した。
３）血中totalcarnitine、freecarnitineのいずれにおいても、Ｉ群に比べてⅡ群で高い傾向にあっ
た。acylcamitineはＩ群、Ⅱ群に比べてⅢ群で高値を示した。
４）血糖値はＩ群、Ⅲ群に比べてⅡ群で高値を示した。
５）動脈血中ケトン体比はＩ群0.853±0.375、Ⅱ群0.488±0.155、Ⅲ群0.956±0.382であり、Ⅱ群
で低値を示した。
以上より、敗血症時に脂肪投与を行うと、生存率は低下し、脂質代謝や糖代謝の悪化も認められるが、
carnitine併用により生存率は著明に増加し、脂質代謝や糖代謝も改善された。また、代謝の中心である
肝の状態については、肝ミトコンドリアの酸化還元状態を反映し、肝のエネルギーレベルを表すとされて
いる動脈血中ケトン体比について検討した結果、脂肪投与により肝エネルギーレベルの低下が認められた
が、carnitine投与により著明な改善を認めた。これは脂肪酸代謝障害による肝ミトコンドリア障害と
carnitine投与によるその改善の結果と考えられた。肝は代謝の中心的な器官であり、また細網内皮系を
有することにより自己防御機構の中心をなしており、肝エネルギーレベルの改善による効果が生存率の向
上をもたらしたものと推察された。
以上本論文は、敗血症時の脂質代謝の肝エネルギー代謝の病態の一部を解明し、栄養管理の方針の確立
に寄与する、価値ある労作と認められた。
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